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次元の違う戦い（ヨハネ18:33-38）
　人生は戦いだ、そして、戦いの連続ではないかと言っているのも、不思議ではないと思います。ですから、人生の生涯は、どのような戦いをするのかによって決まるものです。

　今日の聖書を見ると、イエス様がこのようにおっしゃっています。もし、私の国がこの世のものであれば、私のしもべたちが私をあなたがたに渡さないために、必死に戦ったでしょう。それが普通でしょう。それ筋でしょう。しかし、そのようにはしなかったし、私がそのようなことは許さなかった。私は逮捕されることを、苦難の道を選び、最終的には十字架の死刑に預かると知っていながら、その道を選んでそちらの戦いをしたのだとおっしゃいました。その理由は、私の国はこの世のものではないので。あなたがたが見て、あなたがたが理解しているこの世の国だけではなくて違う国がある。違う世界があるので、私の国はこの世のものではないので、私は次元の全く違う戦いをしているという意味でおっしゃっています。もし、皆さんであればイエス様が逮捕されるような状況だったらどうするでしょうか。逮捕されるような理由は全くありません。そこから逃れる、避けられる力、能力をセーブしていたとすればどうしましょう。戦うでしょう。逮捕されないために逃げたり、何かの工夫をするようになるでしょう。それが悪い、いいという意味ではなくて、この世においては普通です。しかし、そうでない戦いもあります。
今、イエス様の戦いは、世の人が普通にはまったく理解できない戦いをしていらっしゃる姿が見られます。なぜでしょうか。なぜ世の基準から見たときには、無能な人のように、またアホみたいに逮捕されて、そうならなくてもよい十分な能力を持っていらっしゃるにもかかわらず、なぜそのように馬鹿らしい、悲惨な姿、その道を選んでしまったのでしょうか。理由は一つです。この世の国がすべてであればそれでいいでしょうが、あなたがたが知らない、あなたがたの目には見えない違う世界があるのです。神の国があるからなのです。私の国はこの世のものではありません。だから、この世の国、この世の流れに従ってそのような戦いはしません。そうすると、それは逆に負けです。勝ったかのように見えて、そう重れていてもそれは負けです。次元のまったく違う戦い。そのような戦いも一般あります。オリンピックやワールドカップ、特にサッカーの競技の前は、テレビにいつも流れるセリフがあります。「絶対、負けられない戦いがここにあります」。このようなキャッチコピーのようなものがあります。それはこの世の戦いです。もし、自分の国がこの世のものではないとすれば、その戦いとは違う戦いがあるのです。そこにのみ本当の意味での勝利があります。私の戦いはこの世の戦いとは違う。
今日、礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さんは、他には何も心配しなくてよいです。私たちは次元の違う戦いに召され、その戦いをすべき存在なのにその戦いが何かわかっていません。だから、世の人と同じ戦いを毎日繰り返し、それに翻弄されているので具体的なクリスチャンだけに許されている勝利が中々、見えないし、混乱してしまいこんがらがってしまうだけです。何かができたかのように思っていて、また、必死になって勝とうという強い思いがあるかもしれませんが、そうしなくてもよいのです。勝ったとしても、後程それが負けだという虚しい戦いばかりするかもしれません。なぜでしょうか。

次元の違う戦いのことが分かっていないからです。

それで本当の意味で人生の勝利のための次元の違う戦い、イエス様のような戦いのために私たちはこのような質問をしなければなりません。もし、この世の国、この世だけではなくて違う世界があるとすれば、もし、神の国が本当に存在しあるのであればという問いかけです。神の国というものは、イエス様がおっしゃっているようにこの世のものではありません。この世に属しているものではありません。この世はどういうところでしょうか。この世にある国はどんなところなのでしょうか。国も違う、時代も違って、人々の肌の色なども皆、違うし異なります。しかし、この世というものは同じ流れです。この世の特徴は、まことの神様、創造の唯一の神様などはいないと否定する国です。その神様はもういらない。また、積極的には、もし神があるとすれば、私たち人間はその上なので神なんかつぶしてしまおうという流れにおいては世界中、歴史がどんな時代であっても一緒です。この世の国というものがあって、それは目に見えるものがいつも基準であり中心であるというところです。それで、大義名分として、科学というものが最高の理論であり、最高の基準にするというところがこの世です。科学的なものが絶対的であるかのように、それ以上のなにかはないと信じ込んで、言いふらして主張し威張っているところがこの世です。科学が最高なのです。皆さんが生まれたときから、そのような本性を抱え、親から教えられ、保育園に通い始め、学校の教育を受け始めたそのときから、皆さんの脳細胞の中にはこのような理論がしみ込まれるようになります。神様なんかは存在しない。目に見えるものがすべてであり、科学が最高であって、科学に反する内容は認めないという教育を受けて生きるようになります。今まで、そのようにしてここまで来られたと思います。それが世です。それに基づいて、皆さんの将来のことを考え、それに基づいて、大学の進路などを考えて悩みながら工夫しながら選択したり、受験勉強などをしたりしているでしょう。結局、精神、心という言葉は使いますが、それを全部、含めて霊的なことをまったく認めない肉だけのところが、肉にこだわるところがこの世というところです。

そして、死んだ後、天国がなんとかとか、次の世界などといろいろ言っているのですが、本当はそれらを信じていません。この世で終わりだと信じているところがこの世です。死んだ人が天国に行っただろうというのは、今ここにいる人々の心を慰めるために言っていることだけであって、死んだ人が亡霊になって、仏様になって現れるからそれをまつらないといけないという理論は、本当に死んだ後の世界を信じるわけではありません。今の私たちが安全であるための、わらにすがるような気持ちから生まれたものであって、この世の原則はこの世で終わりという思想です。この世のものではない神の国は、それと違うところです。この世の中ではそのようなことがそこに流れていますが、その国ではない違う国です。そこはこの世界を作られて人も創造なさいました。創造主であられる唯一の神様ご自身が治めるところです。その神様が主人となられて支配なさる国、世界があるのです。その神の国においては、人は単なる自然産物ではありません。進化によって出来上がった作品でもありません。肉しか知らないから。神の国は、神様によって尊い存在として、神のかたちとして人間がつくられたという信仰を持つところが神の国です。人間を見る見方が違います。肉だけではありません。目に見えるものがすべてではなくて、目に見えない魂を抱えている存在であり、魂が中心である国が神の国です。目に見えるすべては目に見えない神様によってつくられて、目に見えるすべての現象は目に見えない魂によって動かされる世界があるのです。イエス様がおっしゃいました。私の国はこの世のものではありません。神の国です。神の国があります。神が支配なさる世界があります。もちろん、この世もすべて神様が支配なさっていることに間違いありませんが、人の罪によってある意味合いを持って世の神と言われる空中の権威を持つ悪魔、サタンに支配権がしばらく渡されているところです。すべては神様の主権の元でありますが、そのような見分けを持っていないで人生の戦いができるのでしょうか。人生の勝利が期待できるのでしょうか。皆さん、細かい人生の個人的な様々な悩み事、問題に対して、正しい解釈などができると思いますか。この世のものではない神の国が存在します。そこでは、この世で終わり、この世の人生でもう終わりだという思想はありません。人生は永遠になくならないで、永遠に続くものです。この世の人生が終わった後、永遠の天国か、永遠の地獄が待っています。それを理解している国が、神の国です。永遠の世界があります。一時的なもの、目に見えるもの、肉だけの世界ではありません。これが神の国です。人は見えに見えるもの、肉のすべて、才能がああだ、こうだによって、その人の価値が決められるわけではありません。人は魂のある存在です。霊的な存在です。そのような理解のあるところが神の国です。皆さんは残念ながら、イエス様と出会うまではこの世の国を生きていました。そこから、すべてが形成されて、刻み込まれています。電池のインターンシップの講師がお話しましたが、自分も知らないうちに原図が一つずつ皆さんに与えられているのです。この世の国による。初めてイエスがキリストですよという話を聞いて、それを心から信じ告白するようになったということは、その世界だけではなくて神の国があるということを認めたことでしょう。

だから、もし私たちが知っているこの世界だけではなくて、神の国、違う世界が存在するならば、その神の国のテーマは何になるのでしょうか。その神の国のテーマは言うまでもなく、人が決めること、人が主体になるわけではなくて、神様ご自身が支配者であるので、神様のみこころ、神の願いがテーマである世界です。その神の願いは何でしょうか。神の国がどういうところなのかを理解すれば、テーマはまぎれることなく明白ではないでしょうか。人の魂が救われること、まことの救いがその神様の国のテーマになるのです。肉体的にこの世の国においてどう変わろうが、どのようにその人が成功しようが、もしも魂の救いがなければどうなってしまうのでしょうか。聖書にある箇所だけでも申し上げてみましょうか。あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものであるままなのです。生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれるままです。中々、信じられないでしょう。実感がないでしょう。私たちもこの世しかないと思っているから。此の世の国以外に、神の国、別の世界があるということを認めていないからです。クリスチャンでありながらも。だから、私たちにある戦いではなくて、この世の人の戦いに翻弄されて、いまだにその戦いに走っている次第です。そこさえ修正すれば、人生がガラリと変わります。新しい世界が見えます。今、目の前に死の影の谷を歩くような辛さがあっても、敵の前で神様が杯を備えて、私にパーティを開く世界が見えます。今、目の前に日本が偶像にまみれて、自然災害や災いを避けることができないような状況の中で、神の国が何かわかっている者は、この日本の国のあちこちからレムナントが起こされ偶像の文化が砕かれ、あらゆるところで人々が集まりまことの神を賛美し礼拝をするその絵が、動画が見えてくるのではないでしょうか。見えます。この世ですべてではありません。人間は目に見えるもの、肉体だけではありません。私の国はこの世のものではありません。ですから、魂があるのであれば、永遠の世界が待っているとすれば、大切なのはその魂が救われ永遠のいのちの祝福に預かるかどうかが、地球、この世界の最大のテーマになるしかないでしょう。もし救われなければ、残念ながら自分の罪過と罪との中に死んでいるままの状態であって、死んだ後は裁かれ永遠の地獄に行くしかありません。お金があるかどうか、知識が歩かないか関係ありません。生涯を抱えているのか健康なのか、一切、肉体的な条件などは関係ありません。ハンサムなのか人にもてて人気があるのか、あるいはいつもふられるのかなどと一切、関係ありません。救われなければなりません。救いは魂の救いです。お腹がすいているものが満腹になることではなく、私の国はこの世のものではありません。よく覚えていてください。皆さんが今見ていることがすべてではありません。嘘ではありませんが、それがすべてではありません。特に、今目の前に白黒を見ていらっしゃっても、神の国、この世に属していない別の世界があることを知らないで見ると、見方が全部、間違ってしまいます。同じことを見ていても、イエス様が十字架にかけられ悲惨な死によって死んでいきました。同じ十字架を見ながら、一側の強盗はイエス様をあざ笑って無視していました。同じ十字架の苦難を見ながら、一側の強盗は「あなたの国が臨まれるときに私のことを覚えてください。イエスはキリストです」と言います。同じことを見ながらも見方がまったく違います。どこの国を生きているのかによって。私たちが見ていることがすべてではありません。何回もしつこく申し上げますが、救われなければどうなるのでしょうか。運命に捕らわれているままです。人生、最大のテーマは皆さんが健康になるのか、家族が平和に暮らすのかなどではありません。

平和に暮らすということもありませんでしょうが、肉体的に平和に暮らしたとしましょう。それで平和でしょうか。私の国はこの世のものではありません。神の国が存在することが分かっていれば、霊的な世界があると、それが逆に中心だということが分かっていれば、それでよしとは言えないのではないでしょうか。旦那さんが昇進し順調に出世し、また家族のことを思いやり健康であるということで満足して、私たちの家庭は幸せだと言えるのでしょうか。世の国しか知らないからです。この世に属していない私の国はこの世のものではありません。神の国が何かわかっていれば、そのように思うわけにはいかないのではないでしょうか。逆にそう思う自分自身が恥ずかしくなることではないでしょうか。願うことも祈りの内容も全部、変わるでしょう。イエス様がどうしても理解できない行動をとったということも理解できないかもしれません。弟子達と同じように、まわりの人間と同じように、そのものすごい能力と力を持ってその危機の場面を避ければよかったのに、アホではないかと思うでしょう。今の私たちも同じだと思います。皆さんもそうではありませんか。なぜ日曜日に勉強して仕事をして効率を上げて他の人のより頑張ればその分、結果が出るはずなのに、教会に来て礼拝をささげながらメッセージを聞く。交通費もかかり、また献金までささげると、なぜそんなアホらしいことをするのでしょうか。私たちは、私たちの国が、この世界が、この世の国だけではないと知っているからです。違いますか。それを普段の日々の生活の中で生かしていかなければなりません。日曜日の礼拝だけではなくて。もちろんこの礼拝だけにもその意味を生かすことができないクリスチャンが多いのですが、成功してください。礼拝と信仰と霊的な世界を無視して頑張ってください。そこには勝利がありません。そんなに単純でしょうか。そうならばルネッサンスを通して、この世の中はパラダイスに変わったはずです。医学や教育や文明が発展して。この社会は何も心配のない幸せの社会に変わっているはずなのに、そうではないのではないでしょうか。なぜでしょうか。私の国はこの世のものではありません。神の国があるからです。暗やみの王国があるからです。それがどれほどのテーマなのか、この魂の救いは他には道がありません。それでキリストの贖いを約束されました。これが契約です。

ですから、神の国がもしあるのであれば、地球最大のテーマはキリストの贖いの契約です。絶対的なテーマです。皆さんが聖書を見れば、聖書をとしてそれが明らかに示されているし、歴史を見ても先ほど申し上げましたようにテーマは発展でも文明でも教育でもありません。ボランティアでもありません。必要なことでしょうが、最大のテーマはキリストの贖いによる救いのための契約です。神様はそのために、ノアの時代、このテーマを守るためにその時代の人類を全部、大洪水によって滅ぼしました。それほどのテーマです。人が救われるということは何ものにも比べることはできません。逆にすべてがそのためにあるものです。神の国がもし本当にあればテーマは変わるでしょう。残念ながらクリスチャンの方々が神の国の民となっているのにそれがはっきりと見えていないのでテーマが変わっていません。テーマが変わらないと戦いも変わりません。大きな声で神様と叫んでいるだけであって、実際的な戦いは変わりません。だから、もう負けるしかありません。弱々しいクリスチャンになるしかありません。これだけがテーマです。戦いも次元の違う戦いで、今までの戦いと世の中の人々との戦いとこの世がすべてだと理解している人との戦いとは違う戦いをしましょうということです。

皆さんの祈りに支えられて沖縄の方に行ってきました。また、今日から四国のキャンプに行きます。沖縄でも神様が備えられた働き人になるような人がいらっしゃいました。彼女に言いました。残っているのは、あなたの戦いを変えることです。ご自分が祈るときには旦那さんの事業が安定しているかのように思い、祈りを少し怠ってしまうと事業がふらふらするような気がして、祈らないといけないと思うということでした。もちろんそうでしょう。けれども、そういう戦いではいけません。あなたが沖縄まで来ている理由はそれなのか。あなたの旦那さんの事業がうまくいくために、わざわざ韓国から日本でもなくて沖縄まで来ているのか。そう思うのか。あなたの存在はそれしかできないと思うのか。旦那さんの事業がうまくいって、今までのこの世しか知らない偶像崇拝の背景に捕らわれているままでいいと思うのか。だから、事業がうまくいかないように祈るわけではありません。けれども、戦いが違います。旦那さんと旦那さんの家系に背景となっている力が、認めたくないでしょうが暗やみの力ではないのか。あなたの内側に臨まれました光の福音が臨まれることが第一ではないのか。それを祈りなさい。あなた以外には祈る人がいません。テーマが変わらないと戦いが変わりません。そうすると、クリスチャンでありながらもクリスチャンの人生が変わりません。もちろん神様には失敗がないので、人ではどうにもならない不可能なような出来事を許されることによってそのテーマを変えられるということはありませんが、その前にキリストの前でみことばを聞きながら感謝を持ってテーマを変えてください。神の国がもしあるのであれば、人生、地球のテーマは魂の救いです。救いのための唯一の道、キリストの贖いの契約です。皆さん個人の人生を振り返ったときにもテーマはそれではないでしょうか。

神様がアブラハムを召されました。偶像だらけのところから、アブラハムを通してイスラエルの民族を形成されました。理由は何でしょうか。魂の救いのためです。キリストがこの世に来られることのためです。すべてが。これこそがテーマです。皆さん、自分の人生の過去を振り返って考えてみてください。辛いことがあり、うれしいことがあり、嫌なこともあり、恥ずかしいこともあり、いろいろあったでしょう。なぜその人生が、過去が皆さんにあったのでしょうか。テーマは一つしかありません。皆さんがキリストの贖いの契約に目覚めるために、魂の救いの祝福に預かるためにあったものです。テーマが分かっていないと過去の解釈も違うし捕らわれるしかありません。よく覚えていてください。私の国はこの世のものではありません。私の国は神の国です。この世に属している者ではない。この世の国のカラーとはまったく違うものです。だから、地球のテーマは魂の救いであり、キリストです。このテーマが明確になったとすれば、神の国においての戦いは違うものになります。そうではないでしょうか。これこそが人生を生きるための正しい戦いになります。次元の違う戦いになるしかありません。それがイエス様から見られる戦いです。逮捕されなくても、苦しみの道を歩まなくても結構な力と能力とすべての権限を持っていらっしゃるにもかかわらず、十字架の道を歩きました。そういう戦いのあるところが神の国です。理解できますでしょうか。これが次元の違う戦いです。つまり、神の国が本当に存在するなら、テーマは魂の救い、キリストになるしかありません。そうならば、戦いはこのようにまとめられます。
どうすれば救いの祝福が与えられるか。どうすればキリストが明らかにされ、キリストの御名があがめられるかが戦いです。もしそのために私が死ぬ方が良ければ、死ぬことを選びます。これが私たちの戦いです。これがクリスチャンの残りの生涯に必要な戦いです。多くのクリスチャンがこのような戦いをしようとしません。いつまでたっても世の戦いと同じ戦いです。私の子どもが大学に合格しなければ、私は祝福されていないもの、教会なんか祈りなんかやる必要なないという戦いのレベルです。もし私を無視する人がいれば、わたしよりうまくいっている人がいれば、それに対して感情的になり、どうすれば超えられるか、つぶすかということを考えてしまうのです。基準は一つしかありません。神の国があります。神が統治なさる国があります。その国は神様が罪人である人を限りなく、私たちの想像をはるかに超える愛を持って愛するところです。それなので人々が罪によって滅びることがないように、魂が救われるように、キリストが十字架で死なれる国です。キリストの贖いがテーマです。人々が救われることがテーマです。それが基準です。それを基準にする戦いをするところが神の国の戦いです。どうすれば救いの祝福が与えられるか、救いの祝福が明らかに豊かになるか。どうすればキリストが宣べ伝えられるか。キリストの御名があがめられるか。キリストがより明らかにお証しできるかがテーマであって、他のすべての基準は参考になるだけであって、私たちが捕らわれて束縛されるような基準は存在しません。それが神の国です。絶対に負けられない戦いがそこにあります。いくつかの例を申しあげて、皆さんの理解を助けたいと思います。
聖書を見ると、ヨセフという人物が紹介されています。ヨセフは腹違いのお兄さんたちに憎まれいじめられ、結局、殺されかけて人身売買犯に奴隷として売られるようになりました。ヨセフはそれに対して、後程このように言います。「お兄さん。私を売ったことで心配しないように」。それがまったく傷になっていません。なぜ私を売ったのか。なぜそんな悪いことをしたのか。それでいいのか。どっちがいいか、どっちが正しいかということを言わないで、そのような戦いに走らないで、「神様がいのちの救いのために私を先に送ったことだ」と言いました。つまり、神の国においての戦いは、次元の違う戦いは正しいか正しくないかを超えて行く戦いです。なぜでしょうか。人の救いがテーマですから。救いのためであれば正しくないことであっても構いません。それが傷として残れません。何かのことが傷として残っているのであれば、それは次元の違う神の国においての戦いではないということを覚えておいてください。これは目に見えるものだけ、肉しかない、此の世しかないと思う世界でのお話です。
パウロは言いました。Ⅰコリント9:19-22を見ると、パウロは「私は律法のないものにはないもののように。あるものにはあるもののように。異邦人には異邦人のように。ユダヤ人にはユダヤ人のように。これはどういう意味でしょうか。違い、自分と違うということで戦う、そのような戦いを超えています。ある意味、自分のプライドなどのための戦いを全部破って捨ててしまいました。そういう戦いはしません。ユダヤ人にはユダヤ人のように。異邦人には異邦人のように。罪あるものにはあるもののように。ないものにはないもののように。なぜそれができるのでしょうか。なぜ自分自身を全部捨てて、自分のプライド、自分の基準を全部捨てて、それがどうなってもいいようなことができるでしょうか。そのようなことによって一人でも魂が救われることがあるのであれば、私はその道を選ぶと言いました。パウロの基準は魂の救いです。それより大きなことはないとわかっていました。なぜでしょうか。神の国が何かわかっていたので。この世だけではないということが分かっていたので。自分自身を見たときにも、自分の肉体的な人間的な要素だけではなくて、霊的な魂の存在と祝福というアイデンティティというのがあるということを分かっていたので、このようなところが次元の違う戦いなのです。私たちはいつも日本人、韓国人、私のプライド、私はこうした、うちの家庭ではこうだ、私の基準はこうなるという戦いによって無駄なエネルギーを全部、費やしてしまうでしょう。その結果、残るのはお互いに対する違和感と心の傷しか残りません。これからの私たちの戦いは、そのようなことをテーマにしないで、どうすれば人が救われるか、どうすればキリストが明らかにされるか。そのためにもしも私がユダヤ人みたいな格好をするのがよいならば、そうする覚悟をします。ユダヤ人ではない、律法をはるかに自由になっているものでありますが、律法のあるものに対し、律法のあるもののようなアプローチがよければ私は律法から自由なのですが、あるもののような格好をする覚悟をします。この人が救われることのためであれば。それが戦いです。
ダビデは何の過ちもないのに、サウロ王にいつも追っかけられて、逃げ回る逃亡者の辛い人生を送っていました。そのときに、ダビデはそのサウロ王を簡単殺せるチャンスが何回かありました。自分が今、サウロ王によって苦しめられているでしょう。害を受けているのです。しかも悪いことをしていません。だから、この人を殺しても別に悪くありません。正当な理由があります。また、それを実行できる機会も与えられています。だから、実行すればよいのではないでしょうか。そうしてもだれもダビデを悪いという人がいないでしょう。私たちが客観的に見たときにも。でも、ダビデはそうしませんでした。神が油を注いで立てられた王を私が手にかけるということはできない。つまり、正当な理由があるからと言って、機会が許されたからと言って、それを実行する戦いを超えて行きます。どんなに正当な理由があっても、救いのためにキリストのゆえにふさわしくなければ使いません。言い張ることはしません。周りから見たときに、馬鹿なのかと思われても構いません。これが戦いです。なぜでしょうか。私の国はこの世のものではありません。この世の国だけではないからです。私たちには何かの機会があれば、別に機会があるのだからやれるのだから全部やるでしょう。やれるから全部やるものではありません。救いのために、キリストが明らかにされることのために有利であればやる。そうでなければ我慢して全部片づけてしまうようになります。これが戦いです。次元の違う戦いです。
アブラハムの息子、イサクという人についてです。当時の中東の地域では井戸はいのちのようなものでした。今は石油が高価でしょうが、昔は石油は全部ゴミで邪魔でした。それで井戸を掘って水が出ているところに、他に人が来て奪っていきました。きちんとした根拠と理由と、今で言いますと不動産の登記謄本などをもって、これはうちのものだと裁判をかけても構わない状況でした。でも、イサクはそのような喧嘩、戦いをしないで譲りました。違うところを掘りました。また、奪いに来ました。また、譲りました。最後の最後まで全部、譲りました。アホじゃないのか。そう、アホです。この世の知恵においては馬鹿になりなさい。彼らは知らないから、私たちは神の国が分かっているので。救いが最大のテーマであり、キリストが最高のテーマであるとわかっているものです。それで譲って、譲りました。つまり、利害関係、利益損害等が行ったり来たりするときに、それを超えて行く戦いです。私に利外面において益になるから、肉体的に損になるからやらない。益になるからやるという基準、戦いではなくて、救いのために、キリストのために、もしも私に損になることであってもそちらの方がキリストのためであれば損になることを選び譲ることを決めます。これが戦いです。
四福音書を見ると、イエス様がたびたびこのことをおっしゃっています。結局、全部を見ると、当時、外見的に優秀で認められているきちんとした人はほとんどイエス様の方に来ませんでした。そして、イエス様の方に来て従っていた人ほとんどが社会の下っ端をくぐっているような人ばかりでした。そのように社会の下っ端をくぐる人がいいということではありません。ただ四福音書全体の雰囲気がそういうイメージです。それはどのような意味なのでしょうか。外見の美しさより、魂の美しさの方が本当の意味できれいなことなのだというメッセージではないでしょうか。これが戦いです。私たちの戦いです。神の国の戦いです。それでイエス様は上のものにならないようにして低くなりなさいとおっしゃいました。私たちの戦いはそれなのです。これは偉い人になるとか社会的に地位のあるところにつくとか、CEOになるなどをやめて、一番下っ端をくぐりなさいという意味ではありません。ただ、なぜ政治家になるのでしょう。なぜ、社長になるのでしょう。なぜ、偉い人になるのでしょうか。世の中の人たちはそこにある権力、様々なよいもののためにやります。もしそのような意味でなろうとすれば、それは神の国との戦いとは違うのでやめなさい。それとは違って、私たちはそうなるすべてが魂の救いのため、キリストのためになるわけなので、そういう意味では世の中の人たちが低くなります。人の魂の救いのための真理であるという意識を忘れてはいけないということです。これは自分の勝手な不信仰かもしれませんが、皆さんと実行はできなくても話はなるほどと通じる話かなと思いましたが、皆さんの顔を見ると別次元の世界の話を聞いているかのような顔です。皆さんしか聞けないはずです。

マリヤとマルタがイエス様のもてなしをしていました。マルタがイエス様のもてなしのために忙しくなっていて、マリヤがイエス様のひざ元でお話を聞いていたことに腹を立て、「イエス様。今、忙しいのが見えるでしょう。マリヤにしっかり手伝いをさせてください」とお願いをしました。それでイエス様が何とおっしゃったでしょうか。「そんなに忙しくやる必要はありません。もしやるのであれば一つだけでもいいでしょう。お茶だけでもよいのだから。マリヤはいいところを選んだのです」。これはお客様のもてなしなどしなくてもよいという意味ではありません。これはたぶん、彼女がもてなすという気持ちもあったでしょうが、それが文化的な形式であり礼儀であったと思います。礼儀を無視するわけではありません。形式と伝統と礼儀にこだわるあまりに、福音のキリストの救いの大きさが見えなくなることであればやめなさい。私たちの戦いはこのような戦いです。礼儀を無視するわけではありません。ただその礼儀を守るということで、一番大事な神の恵みが隠れるようなことがあるのであれば止めなさい。そういう戦いです。特に、先進国の場合、豊かな裕福な人の場合に気を付けなければいけません。この間、柳先生が沖縄の結婚式に出かけたときに、結婚式場のスタッフの人々が決まりどおりにしっかりやることにあまりにもこだわっていて、結婚式の一番大切なテーマというものがあるのではないでしょうか。そこがどうなってもいいというのを見ながら、これが日本の先進国としての、なんでもかんでもきっちりやろうとするルールを守るための、ある意味で裏目に出るものなのかなということを感じたみたいです。もちろん韓国の人は比べることができないほど、足元にも及ばないほどぐちゃぐちゃです。それは言うまでもありません。ただ、いいところを持っている方々、そのような環境の人々が気を付けないといけないのは、肉の戦いに走る可能性があります。テーマを忘れてはいけません。だから、私たちはときには周りから見たときに礼儀に反すると思われることであっても、礼儀をやぶためではなく、彼らが理解できない神の国のテーマを持っているので、そこを超えて神の恵みの方に走るときもあります。そのような戦いです。なぜでしょうか。この世の国だけではないので、目に見えるものがすべてではありません。この世にある人生で終わりではありません。人が中心ではなく、神様が主人です。そうならばテーマは違うでしょう。神の国ことがよく理解できていない場合に、テーマがキリスト教会の中でも貧しいと助けること、社会の秩序をどうにか変えることなどをテーマに取り上げます。もちろんそれも必要でしょうが、それは私たちのテーマではありません。世の人と同じテーマではありません。あれに包丁を合わせるかのように見えていてもクリスチャンは違う世界を歩くものです。神の国を信じますか。神様が支配なさっていることを信じますか。人は皆さんが見て感じている肉体、皆さんが見ていることがすべてではなく、魂のある永遠に変わらない、永遠に続く存在であることを認めますか。そして、天国と地獄があることを信じますか。そうならば、テーマは明白でしょう。だから、そのテーマを基準にして戦う。そのような戦いが次元の違う戦いです。パウロは言いました。私たちの戦いは血肉による戦いではなく、天にいる諸々の悪霊との戦い、霊的な戦いなのだと。環境や状況との戦いの前に、信仰の戦いなのです。これが人生の勝敗を決める次元の違う戦いであることを覚えていてください。
今週、1週間もこのメッセージを握って、このようなミッションを成し遂げていただきたいと思います。まず、自分自身、自分の人生を置いて、何よりも先に、まず優先に「イエスがキリストです」と告白するようにしましょう。それがキリストを崇めることです。キリストを高めることです。皆さん自分自身を持って、皆さんの過去を取り上げて、それが傷になる必要がないというのはイエスがキリストだからです。今現在も同じです。皆さん、まず過去のことを考えたときに、イエスがキリストだという告白がどういう意味を持つのかご存知でしょうか。その過去は終わっただけではなくて、過去のどんなこともすべて美しいものに全部変えられたというのがイエスはキリストですということです。この戦いです。過去に何がこうあった。それにいちいち振り回される戦いではなくて、それをどうにか克服しようという戦いではなくて、だからこそイエスはキリストなのです。イエスはキリストだと自分自身に告白するというのは、今現在、現実どんな死の影の谷を歩くような辛い環境であっても、そのすべてが祝福だという意味なのです。イエスがキリストではないでしょうか。その辛い環境の中で、イエス・キリストの御名をあがめましょう。その戦いです。問題を無くしたり、問題をどうにかしようということの前に、イエスはキリストですという告白を先にささげましょう。これが戦いです。これが次元の違う戦いです。皆さんの未来を持っていても不安がらないで、イエスがキリストですという告白は未来が保証されて、未来が希望にあふれる神の約束のみことばが成就するために備えられているものではないでしょうか。これがイエスはキリストですという告白です。その告白、キリストの御名をあがめるかどうかの戦いです。皆さん自分自身によって。今どんな問題を抱えていたとしても、すでに皆さんはイエス・キリストによって幸いな存在であることを忘れないでください。それが霊的な戦いです。
それから、もう一つ、その祝福を味わいつつ、もし神の国が本当であるならば、テーマが救い、キリストであって戦いの基準がそれであれば、人間関係において何が正しい戦いなのかということをこれから分別しようという努力をしてください。ほぼほとんどが余計な戦いです。戦わなくてもいい内容です。全部譲って、私は負けた、私は損する、私は悪いと言って終わりになるような戦いばかりです。キリストと救いを基準にして戦いましょう。そうすると、イエス様のように肉体的に勝とうとしないで逆に負ける方を選ぶのが99％でしょう。それが勝つことです。人間関係においてどういう戦いをしていらっしゃるのでしょうか。皆さんが本当に気に入らないもの、あるいは自分を傷つけた相手などを見ながら心にどのような感情が残っているのでしょうか。あの人にもイエス・キリストが必要だ。イエス・キリストが明らかにされないといけないのにという祈りの課題があるのであれば成功であり、正しい戦いです。それ以外の感情というものはすべて余計な無駄な戦いです。そのような戦いをしている限りは変わりません。

それから、もう一つ、レムナントをはじめ、これからの進路、皆さんの仕事、生きていくための職業などを持ってそこでの戦いです。順序を正しく吟味して点検するようにしましょう。これが戦いです。何のための目標で何のための仕事でしょうか。その順番が逆になっているのではないでしょうか。神の国がまったくないと思う人が考えていることと同じではないでしょうか。違うでしょう。この間、これからもずっとやりますが、どこの教会なのかは関係なく、やれるような人を集めてお話しました。今仕事をしていていろいろなことをやっていることが何のためだと思うのか。結局、テーマが救いであってキリストであれば、世界福音化のためでしょう。日本の福音化のためでしょう。そのために全部、省略して申し上げます。最終的にはレムナントがその主人公としてそこに皆、派遣されるようにならないといけないでしょう。というのは、あなたがどんな仕事をしてもレムナントのためでしょう。仕事をほったらかしにしてという意味ではなくて、そのために周りから見たときには最高に真面目な人のように思われるようにしないといけません。理由が違うのだから。ただあなたの心の中ではスパイみたいな覚悟とそのような決定事項を持って24時間祈らないといけません。それをレムナントミニストリーと言います。順序が違います。仕事の内容がどういう内容なのかは後の後の話です。お医者さんであれ、銀行マンであれ、学校の教師であれ、順序、理由はキリストを伝えるためです。レムナントを育てるためです。自分の内側でその順序をいつも確認してください。世の中の宗教や変な団体のようなまねではないですが、毎日朝晩、瞬間、瞬間、そのことを忘れずに確認して告白して刻印される戦いをしてください。次元の違う戦いです。皆さんの進路と職業において順序がどうなっているのかということをよく吟味して戦ってください。そうすると、皆さんの残りの生涯には間違いなく神様の国を体験し、神様から与えられる勝利の主人公になるはずです。全部まとめると、皆さんが本当にイエスがキリストだと信じている方であれば、どなたでも構いません。戦いを次元の違う戦いにチェンジすることさえあれば、100戦100勝です。戦いを変えてください。どんな戦いをしているのでしょうか。なぜ泣いているのでしょうか。なぜ笑っているのでしょうか。お祈りします。
(祈り)

愛する天の父なる神様。ありがとうございます。今日も神様が兄弟姉妹を愛し、これから召されたひとりひとりに備えられている祝福のために、次元の違う戦いを教えてくださりありがとうございます。メッセージを吟味して、これから残りの生涯、この世しかないと思っている人とは次元の違う戦いに成功するひとりひとりになるように祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン。
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